
１　学年・単元名　　第２学年　　正方形，長方形，三角形（図形領域）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２　単元の目標

　　　平面図形に親しみ，図形についての感覚を豊かにするとともに，三角形，四角形などの構成要素

をとらえ，それらの意味や性質を理解する。

３　単元の内容

・三角形，四角形の概念と用語

　・辺，頂点の意味
・直角の概念
・長方形，正方形の概念，性質，かき方　
・直角三角形の概念，性質，かき方

４　本時の目標①　

辺や角に着目しながら，図形を見ることができるようにする。
５　本時の展開①

	
	児童の活動
	指導上の留意点

太字：つまずきに対する手立て

	導入
見通す
学び合う
ふり返る

	１　前時をふりかえる。

２　学習課題をつかむ。


３　自力解決する。

これまでどこに目をつけたか想起する。


４　自分の考えを伝え合う。
・グループで確かめ合う

　  ・それぞれの形についてどのように分けたか発表する。

・弁別した理由を発表する。


５　適用問題に取り組む。

　・格子点で三角形，四角形をかく。

　・三角形，四角形でない形をかく。

６　本時の学習をふり返る。
	・長方形の定義を確認する。

　（向かい合った辺の長さが同じ，４つの角が直角）

・あらかじめ正方形や長方形に見えるものも混在させる。

・どこに目をつけたか後で伝え合えるよう，ワークシートに理由を書かせる。

・戸惑っている児童には，直線，直線の本数，囲まれている，頂点の用語を使って考えさせる。

・考えのまとまった児童は自分の方法をワークシートにかいたり別の方法を考えるよう働きかける。

・形を決める特徴について１つ１つ確認しながら説明し合うようにする。

・用語を使ってふり返らせる。



６　本時の目標②　
辺の長さや直角と結びつけながら，正方形，長方形，直角三角形についての理解を深める。
７　本時の展開②

	
	児童の活動
	指導上の留意点

太字：つまずきに対する手立て

	導入
見通す
学び合う
ふり返る
	１　学習課題をつかむ。


２　自力解決する。

・これまでどこに目をつけたか想起する。

３　見つけたものを伝え合う。

　　・正方形，長方形，直角三角形，その他に分ける。

・それぞれの形についてどのように分けたか伝える。

４　グループで確かめ合う

　

５　本時の学習をふり返る。
	・辺の長さ、直角などの用語を使って正方形，長方形，直角三角形の定義を確認する。
　

・「構成要素-関係-図形」の関連を意識させ、「○○が○○なので○○です」等の話形を提示する。
・用語を使ってふり返らせる。



指導事例集ｐ．６５





児童に見られるつまずき


　直角や辺の長さに着目して、図形の判断をすることができない


つまずき解消に向けた指導のポイント


　四角形や三角形の仲間分けをして、その理由を説明したり、ものさしや三角定規を用いて身の回りの正方形、長方形、直角三角形を探す活動を通して、辺や着目して図形を見ることができるようにする





長方形をさらに分けよう





参考：授業の様子





参考：授業の様子





身の回りから長方形，正方形，直角三角形を見つけよう








